
志
位
委
員
長
は
１
０
％
へ
の
消

費
税
増
税
に
つ
い
て
「
四
つ
の
大

問
題
」
を
提
示
。
「
道
理
の
か
け

ら
も
な
い
」
と
事
実
を
示
し
て
増

税
中
止
を
迫
り
、
消
費
税
に
頼
ら

な
い
道
を
選
ぶ
べ
き
だ
と
主
張
し

ま
し
た
。

１
つ
目
の
問
題
は
、
日
本
経
済

が
深
刻
な
消
費
不
況
に
陥
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
２
０

１
４
年
の
８
％
へ
の
増
税

を
機
に
、
実
質
家
計
消
費

支
出
は
３
兆
円
も
落
ち
込

み
、
５
兆
円
の
大
増
税
を

強
行
す
れ
ば
経
済
に
破
滅

的
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

２
つ
目
と
し
て
、
増
税

延
期
を
決
め
た
２
０
１
６

年
６
月
と
比
べ
て
も
、
今

の
日
本
経
済

は
悪
化
し
、

世
界
経
済
は

米
中
貿
易
戦

争
な
ど
で
不

安
定
さ
を
増

し
て
い
る
と

述
べ
ま
し
た
。

３
つ
目
は

政
府
が
消
費

税
増
税
の
根
拠
と
し
て
い
た
「
賃

金
は
上
昇
」
と
の
認
識
は
虚
構
だ
っ

た
こ
と
。
毎
月
勤
労
統
計
調
査
の

不
正
を
受
け
て
実
質
賃
金
は
下
方

修
正
さ
れ
、
伸
び
率
が
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
可
能
性
が
明
ら
か
に
な
っ

た
と
追
及
。

４
つ
目
に
増
税
の
「
景
気
対
策
」

に
広
範
な
批
判
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
。
特
に
「
ポ
イ
ン
ト
還
元
」
は

複
数
税
率
と
セ
ッ
ト
に
な
り
、
買

う
商
品
、
買
う
場
所
、
買
い
方
が

違
え
ば
「
税
率
」
が
５
段
階
に
も

な
り
、
混
乱
と
負
担
、
不
公
平
を

も
た
ら
し
ま
す
。

志
位
委
員
長
は
「
富
裕
層
と
大

企
業
の
優
遇
税
制
に
メ
ス
を
入
れ

れ
ば
増
税
分
が
確
保
で
き
る
」
と

述
べ
消
費
税
に
頼
ら
な
い
別
の
道

を
選
ぶ
べ
き
だ
と
提
案
し
ま
し
た
。
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１
・
21
～
22
▼
共
産
党
船

橋
市
議
団
や
斉
藤
和
子
前

衆
院
議
員
と
八
ッ
場
ダ
ム

の
視
察

１
・
23
▼
市
内
宣
伝

１
・
24
▼
県
議
団
会
議
／

２
月
県
議
会
の
議
案
説
明

１
・
25
▼
共
産
党
西
船
支

部
地
域
訪
問
／
津
田
沼
革

新
懇
宣
伝
／
船
橋
地
区
労

働
組
合
連
合
会
旗
開
き
／

浅
野
史
子
党
県
副
委
員

長
・
中
沢
学
市
議
と
自
治

体
労
働
者
後
援
会
の
集
い

１
・
26
▼
船
橋
西
地
域
合

同
宣
伝
／
武
器
見
本
市
で

意
見
交
換
／
岩
井
友
子
市

議
と
共
産
党
法
典
後
援
会

総
会
で
挨
拶
／
安
倍
内
閣

退
陣
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

１
・
27
▼
金
沢
事
務
所
開

き
／
中
沢
事
務
所
開
き

１
・
28
▼
商
工
団
体
連
合

会
の
県
と
保
証
協
会
要
請

１
・
29
▼
港
湾
審
議
会
議

案
説
明
／
金
沢
和
子
市
議

と
船
橋
駅
南
口
で
宣
伝

１
・
30
▼
共
産
党
本
町
支

部
や
松
崎
佐
智
市
議
と
市

か
ら
長
津
川
調
節
池
で
聞

き
取
り
／
西
武
跡
地
聞
取

１
・
31
▼
議
会
運
営
委
員

会
に
出
席
／
県
議
団
会
議

２
・
１
▼
東
葉
高
速
説
明

２
・
２
▼
岩
井
市
議
・
斉

藤
前
議
員
と
丸
山
後
援
会

新
春
の
つ
ど
い
で
挨
拶

２
・
３
▼
共
産
党
の
党
会

議
／
県
商
工
団
体
連
合
会

青
年
部
協
議
会
で
報
告

丸 山 慎 一 検索

ＱＲ
コード

marusin@mbn.nifty.com

右のQRコードでブログを見る
ことができます。ＨＰは検索。

丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
が
１
月
３
１
日
、
衆
議
院

代
表
質
問
に
立
ち
、
毎
月
勤
労
統
計
の
不
正
、
消
費
税
１
０
％

増
税
、
大
軍
拡
と
憲
法
９
条
改
定
、
沖
縄
米
軍
新
基
地
、
原

発
、
日
ロ
領
土
問
題
な
ど
国
政
の
根
本
問
題
で
安
倍
晋
三
首
相

の
立
場
を
た
だ
し
ま
し
た
。

１
月
２
１
～
２
２
日
、
日
本

共
産
党
の
丸
山
慎
一
県
議
や
中

沢
学
市
議
、
斉
藤
和
子
前
衆
院

議
員
な
ど
が
八
ッ
場
ダ
ム
を
視

察
し
ま
し
た
。

ダ
ム
本
体
が
ほ
ぼ
完
成
し
、

ダ
ム
に
沈
む
国
道
や
県
道
、
Ｊ

Ｒ
吾
妻
線
な
ど
の
付
け
替
え
工

事
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
川
沿

い
の
居
住
者
や
温
泉
宿
な
ど
も

す
べ
て
立
ち
退
き
、
今
年
の
秋

か
ら
、
ダ
ム
に
水
を
入
れ
る

「
湛
水
試
験
」
を
実
施
。
来
年
４

月
か
ら
本
格
的
に
運
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

造
成
地
へ
の
家
屋
移
転
は
４

７
０
世
帯
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
実
際
に
移
転
し
た
の
は
９

４
世
帯
で
、
広
大
な
造
成
地
が

そ
の
ま
ま
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ダ
ム
建
設
事
業
費
は
５
３
２

０
億
円
で
す
が
、
１
９
８
６
年

の
基
本
計
画
で
は
２
１
１
０
億

円
で
し
た
。
こ
れ
が
２
０
０
４

年
に
４
６
０
０
億
円
に
な
り
、

２
０
１
６
年
に
５
３
２
０
億
円

へ
と
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

ダ
ム
の
目
的
は
、
洪
水
対
策

と
水
道
水
確
保
（
工
業
用
水
含

む
）
、
発
電
（
群
馬
県
事
業
）
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
千

葉
県
を
見
て
も
水
需
要
は
伸
び

て
お
ら
ず
、
八
ッ
場
ダ
ム
は

ま
っ
た
く
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

洪
水
対
策
で
も
、
ダ
ム
は
上
流

に
降
っ
た
雨
に
し
か
効
果
が
な

く
、
下
流
で
洪
水
を
受
け
る
対

策
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
０
年
前
に
計
画
さ
れ
た
無

駄
な
ダ
ム
計
画
が
止
ま
ら
ず
、

莫
大
な
税
金
を
飲
み
込
み
、
現

地
の
生
活
と
環
境
を
根
本
か
ら

変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

国
交
省
職
員
か
ら
八
ッ
場
ダ
ム
の
説
明
を

受
け
る
（
右
か
ら
）
佐
川
長
団
地
対
策
部

長
（
１
人
お
い
て
）
丸
山
慎
一
県
議
・
金

沢
和
子
・
坂
井
洋
介
・
中
沢
学
各
市
議
。。

＝
１
月
２
２
日
・
長
野
原
町

１
月
２
６
日
、
船
橋
西
地
域
で

合
同
宣
伝
。
４
月
の
県
議
・
市
議

選
挙
と
７
月
の
参
議
院
選
挙
に
臨

む
議
員
な
ど
が
訴
え
ま
し
た
。


